
市役所代表電話0 4 2 2 － 4 5 － 1 1 5 1 中央線運休　女性問題　�

９
月
27
日
—
午
後
４
時
10
分
〜

28
日
À
午
前
７
時
ご
ろ
ま
で
、
Ｊ

Ｒ
中
央
線
三
鷹
〜
立
川
間
連
続
立

体
交
差
事
業
に
伴
う
仮
上
り
線
へ

の
切
換
工
事
の
た
め
、
三
鷹
〜
国

分
寺
（
一
部
立
川
）
間
で
、
快
速

電
車
に
大
幅
な
区
間
運
休
や
時
刻

変
更
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
特
急

列
車
は
立
川
ま
た
は
八
王
子
発
着

に
変
更
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
当
日
、
こ

の
区
間
で
バ
ス
代
行
輸
送
や
ほ
か

の
輸
送
機
関
へ
の
代
替
輸
送
を
行

い
ま
す
が
、
大
変
な
混
雑
や
相
当

な
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
こ
の
時
間
帯
の
ご
利
用
は
避
け

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
ほ
か
の
交
通
機
関
へ
の
振
替
乗

車
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
〜
立
川
間
連

続
立
体
交
差
事
業
は
、
東
京
都
の

都
市
計
画
事
業
と
し
て
三
鷹
〜
立

川
間
約
13
H
A
の
う
ち
約
９
H
A

を
高
架
化
し
、
18
カ
所
の
踏
切
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て

都
市
計
画
道
路
や
側
道
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
今
回
の
運
休
は
、

三
鷹
〜
国
分
寺
間
（
約
６
H
A
）

に
つ
い
て
、
仮
上
り
線
へ
の
切
換

工
事
に
伴
う
も
の
で
す
。

な
お
、
運
行
計
画
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
専
用
電
話
案
内
ò
042
―

525
―
８
９
９
３
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

受
付
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Õ
以
降
、
左
表
の
通
り
一
部
変
更

(

廃
止
、
新
設
、
曜
日
・
時
間
帯

変
更)

し
ま
す
。

変
更
後
の
巡
回
日
程
表
は
、
10

月
５
日
発
行
の
「
広
報
み
た
か
」

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
市
内
13
カ
所
を
巡
回
し

て
い
る
移
動
図
書
館
「
ひ
ま
わ
り

号
」
の
巡
回
会
場
を
、
10
月
14
日

行
っ
て
い
ま
す
。

２
期
工
事
は
、
こ
の
公
園
を

さ
ら
に
拡
張
す
る
も
の
で
、
完

成
に
よ
っ
て
さ
ら
に
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
ワ
U
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

新
た
に
地
域
の
み
な
さ
ん
や
各

団
体
か
ら
参
加
者
を
募
り
、

「
丸
池
第
２
期
ワ
U

ク
シ
ョ
ッ

プ
運
営
委
員
会
」
を
組
織
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
ワ
U
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
興
味
が
あ
り
、
運

営
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
X

ま
ち
づ
く
り

三
鷹
ò
40
―
９
６
６
９
へ
。

丸
池
公
園
は
、
大
沢
の
里
、
牟

礼
の
里
と
並
ぶ
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」
の
一
つ
、
「
丸
池
の
里
」

の
中
心
で
す
。
平
成
９
年
か
ら

約
３
年
を
か
け
、
延
べ
１
千
人

を
超
え
る
参
加
者
の
ワ
U
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
昭
和
40
年

代
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
池
の
復

活
を
は
じ
め
と
す
る
整
備
プ
ラ

ン
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
当
時

の
「
丸
池
復
活
プ
ラ
ン
づ
く
り

運
営
委
員
会
」
を
母
体
に
、
市

民
グ
ル
U
プ
「
丸
池
の
里
わ
く

わ
く
村
」
が
誕
生
し
、
現
在
は

公
園
の
清
掃
、
梅
林
の
管
理
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
活
動
を

新
川
丸
池
公
園
の
第
２
期
工

事
に
向
け
た
プ
ラ
ン
づ
く
り
の

ワ
U
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
11
月
か
ら

開
催
す
る
予
定
で
す
。

平
成
12
年
に
開
園
し
た
新
川

最
も
大
規
模
で

基
本
的
な
調
査

で
す
。

市
内
６
千
世

帯
以
上
を
対
象
に
、
９
月
下
旬

か
ら
都
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
内
容
を
他

に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
成

す
る
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た

り
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。∞

文
書
課
ò
内
線
２
２
２
１

◆
防
火
対
象
物
定
期
点
検
制
度

平
成
13
年
９
月
１
日
の
新
宿

歌
舞
伎
町
の
ビ
ル
火
災
は
44
人

の
尊
い
命
を
奪
う
大
惨
事
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
消
防

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
10
月

か
ら
防
火
対
象
物
定
期
点
検
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

点
検
報
告
が
必
要
な
建
物

は
、
防
火
管
理
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
特
定
用
途
防
火

対
象
物
の
う
ち
、
収
容
人
員
300

人
以
上
も
し
く
は
地
階
か
３
階

以
上
に
特
定
用
途
が
あ
り
、
か

つ
階
段
が
屋
内
に
１
系
統
の
み

の
建
物
で
す
。
建
物
の
所
有
者

や
事
業
所
の
経
営
者
ま
た
は
賃

借
人
な
ど
は
、
専
門
の
資
格
を

有
す
る
も
の
に
１
年
に
１
回
点

検
さ
せ
、
消
防
署
長
に
報
告
し

ま
す
。

点
検
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
建

物
に
は
「
防
火
基
準
点
検
済
証
」

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
特
例
認
定
制
度

一
定
期
間
火
災
予
防
に
関
す

る
事
項
を
適
正
に
遵
守
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
と
、
３
年
間
、

点
検
と
報
告
義
務
を
免
除
さ
れ

ま
す
。
管
理
権
限
者
の
申
請
に

よ
り
消
防
署
長
が
認
定
し
ま

す
。
認
定
を
受
け
た
建
物
に
は

「
防
火
優
良
認
定
証
」
を
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

∞
三
鷹
消
防
署
予
防
課
査
察

指
導
係
ò
47
―
０
１
１
９

特
集
テ
U
マ
は
「
私
た
ち
の
エ

ン
パ
ワ
U
メ
ン
ト
〜
思
い
を
か
た

ち
に
す
る
チ
カ
ラ
」
。
エ
ン
パ
ワ

U
メ
ン
ト（
エ
ン
パ
ワ
U
）は
「
力

を
つ
け
る
」と
い
う
意
味
で
、自
分

の
意
識
や
能
力
を
高
め
行
動
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

多
く
の
女
性
を
エ
ン
パ
ワ
U
し

て
い
る
会
社
の
代
表
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
U
、
自
分
を
エ
ン
パ
ワ
U
し
な

が
ら
活
躍
す
る
女
性
た
ち
の
紹
介

の
ほ
か
、
発
達
・
家
族
心
理
学
の

専
門
家
で
文
京
学
院
大
学
教
授
の

柏
木
惠
子
さ
ん
や
、
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
か
づ
き
れ
い
こ

さ
ん
の
お
話
も
掲
載
。

▼
図
書
館
、
各
市
政
窓
口
、
社
会

教
育
会
館
、芸
術
文
化
セ
ン
タ
U
、

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
U
な
ど
で
配
布
中
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・

国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

10
月
１
日
、
全
国
約
400
万
世

帯
を
対
象
に
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
住
宅
や
土
地
に
関
す
る

三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談
会
・
三

鷹
市
共
催
。
２
０
０
４
年
度
に
年

金
制
度
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
離
婚
時
の
年
金
分
割
、
パ
U

ト
労
働
者
の
厚
生
年
金
加
入
要
件

の
緩
和
…
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
家
を
招
き

「
一
体
わ
た
し
の
年
金
は
ど
う
な

る
の
？
」
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

▽
10
月
４
日
—
午
後
２
時
〜
４

時
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
U
で
。
講
師
は
社
会
保
険
労

務
士
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
U
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
U
の

大
矢
さ
よ
子
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
保
育

（
１
歳
以
上
）
・
手
話
通
訳
の
希

望
者
は
、
９
月
30
日
Õ
ま
で
に
企

画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１
５
へ
申

し
込
む
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・

国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

三
鷹
市
教
育
委
員
会
・
国
際
基

督
教
大
学
主
催
。

▽
10
月
11
日
か
ら
毎
週
土
曜
日

（
全
６
回
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

国
際
基
督
教
大
学
理
学
館
Ｎ
―
220

号
教
室
で
。

▼
９
月
30
日
Õ
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
し
「
〒

181
―
８
５
０
５
三
鷹
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
・
国
際
市
民
大
学

担
当
」
へ
申
し
込
む
。
先
着
300
人
。

受
講
決
定
通
知
は
10
月
６
日
Ã
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
、
締
切
後
で

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

６

傍
聴
希
望
者
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

▽
10
月
14
日
Õ
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
都
庁
第
一
本
庁
舎
特
別
会
議

室
Ａ
で
。
付
議
予
定
案
件
は
「
新

た
な
防
火
規
制
の
区
域
指
定
に
伴

う
用
途
地
域
の
変
更
」
ほ
か
。
く

わ
し
く
はh

ttp://w
w
w
.m
etr

o.tokyo.jp

・
都
庁
都
市
計
画
課

ò
03
―
５
３
８
８
―
３
２
２
５

開講日 テーマ 講　　師
10月11日 「ジェンダーとは？　語りの恣意性を考える」 宮坂夏実さん(国際基督教大学助教授)

10月18日 「ジェンダーの視点からの平和運動」 秋林こずえさん(お茶の水女子大学ジェ
ンダー研究センター、研究機関研究員)

10月25日 「世界の『トップガールズ』の一人とし
 ての後深草院二条」

クリステバ・ツベタナさん
(国際基督教大学教授)

11月１日 「身近なところから考えるジェンダー」 中島通子さん(弁護士)

11月８日 「言語とジェンダー、変異理論のアプローチ」 日比谷潤子さん(国際基督教大学準教授)

11月15日 「男と女、性の常識を再考する」 蔦森かおりさん(文筆家)

【新設する会場】
都営中原三丁目アパート
　　　(中原三丁目)
井の頭上水北児童遊園
　　　(井の頭三丁目)
特別養護老人ホーム弘済園
　　　(下連雀五丁目)

【巡回曜日・時間帯の変更】
どんぐり山（大沢四丁目）
　　　曜日・時間帯変更
三鷹台公団（牟礼五丁目）
　　　時間帯変更
北野公会堂（北野四丁目）
　　　時間帯変更

上五会館　(上連雀二丁目)
第五小学校　(井の頭二丁目)
牟礼六丁目公園　(牟礼六丁目)

【廃止する会場】

木曜日午後１時30分～４時　 10月16日から巡回

金曜日午前９時30分～11時　 10月17日から巡回

木曜日午後１時30分～４時　 10月23日から巡回

９月30日まで巡回
10月２日まで巡回
10月９日まで巡回

金曜日→火曜日に
午前10時30分～11時30分 10月14日から変更

火曜日・午前９時30分～11時 10月21日から変更

木曜日・午前10時～11時 10月23日から変更

９
月
27
日
—
夕
方
〜
28
日
À
朝

移
動
図
書
館

「
ひ
ま
わ
り
号
」

巡
回
会
場
を
変
更
し
ま
す

2003年国際市民大学
受講生募集¿

テーマ「ジェンダー
（社会的、文化的につ
くられた性差）」

学
習
講
演
会

「
ど
う
変
わ
る
？
女
性
の
年
金
」

丸
池
公
園
第
２
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

11
月
に
開
始

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

三
鷹
市
発
、
女
と
男
の

生
き
方
を
考
え
る
情
報
誌

「
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
て
¿
」

第
30
号
配
布
中

防
火
対
象
物
定
期
点
検

制
度
が
始
ま
り
ま
す

第
159
回
東
京
都

都
市
計
画
審
議
会

傍
聴
受
付

へ
。三

鷹
市
域
に
関
連
す
る
案
件
と

し
て
は
、「
区
域
区
分
（
見
直
し
）

の
東
京
都
素
案
」
「
用
途
地
域

（
見
直
し
）
の
東
京
都
素
案
」
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。

▼
傍
聴
希
望
者
は
９
月
30
日
Õ

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
「
〒
163
―
８
０
０
１
東
京
都

都
市
計
画
局
総
務
部
都
市
計
画
課

計
画
監
理
係
」
へ
申
し
込
む
。
定

員
15
人
（
10
月
６
日
Ã
に
都
庁
会

議
室
で
公
開
抽
選
）。

ま
ち
づ
く
り
研
究
所

第
２
分
科
会

（
自
治
基
本
条
例
の
検
討
）

の
傍
聴
で
き
ま
す

諸
官
公
署
に
対
す
る
苦
情
相
談

と
許
認
可
手
続
き
（
建
物
・
宅

建
・
風
俗
・
会
社
設
立
・
国
籍
・

相
続
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業
・
農

地
転
用
・
そ
の
ほ
か
官
公
署
へ
の

手
続
事
務
）
の
無
料
相
談
。

▽
10
月
４
日
—
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
、
吉
祥
寺
駅
北
口
（
ロ
ン
ロ

ン
出
入
り
口
）
で
。
相
談
員
は
東

京
都
行
政
書
士
会
武
蔵
野
支
部
員

と
総
務
省
行
政
相
談
委
員
（
武
蔵

野
市
・
三
鷹
市
）。

∞
同
支
部
ò
22
―
６
０
８
３

市
民
、
大
学
、
行
政
が
共
同
で

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
を
検
討

す
る
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
第
２
分

科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
10
月
９
日
œ
午
後
７
時
〜
９

時
、
市
役
所
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
10
月
８
日
Œ

ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
（
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス
番
号
と
メ

U
ル
ア
ド
レ
ス
も
）
を
記
入
し
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
U
ル
、

ま
た
は
電
話
で
「
〒
181
―
８
５
５

５
三
鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
行
政

評
価
担
当
」
・
¿
48
―
１
４
１

９
・
Ｅ
メ
U
ルkikaku@

city.m
i

taka.tokyo.jp

・
ò
内
線
２
１

５
０
へ
申
し
込
む
。

行
政
手
続
街
頭
無
料
相
談

老
後
の
生
活
を
支
え
る
「
老
齢

基
礎
年
金
」
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
最
低
25
年
以
上
の
保
険
料
納

付
済
期
間
な
ど
が
必
要
で
す
。
も

し
、
あ
な
た
が
今
ま
で
に
何
の
年

金
制
度
に
も
加
入
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
、
免
除
を
受
け
て
い
な
い
と
い

う
場
合
で
も
、
34
〜
60
歳
の
間
に

保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
の
に
必
要
な
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
34
歳
は
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
の
別
れ
道
で
す
。

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
も
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
35
歳
以
上
の
方
で

も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
60
歳
か
ら

任
意
加
入
す
る
こ
と
や
、
今
ま
で

の
ほ
か
の
年
金
制
度
の
加
入
状
況

な
ど
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

∞
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所

ò
56
―
１
４
１
１
・
三
鷹
市
市
民

課
庶
務
・
年
金
係
ò
内
線
２
３
９

４

■
34
歳
は
年
金
の

受
給
資
格
の
別
れ
道

今
年
の
ス
ロ
U
ガ
ン
は
「
見
つ

め
て
く
だ
さ
い
心
と
か
ら
だ
　
見

な
お
し
ま
し
ょ
う
職
場
環
境
」
。

こ
の
機
会
に
職
場
の
労
働
衛
生
管

理
に
つ
い
て
、
職
場
で
家
庭
で
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

∞
三
鷹
労
働
基
準
監
督
署
ò
48

―
１
１
６
１
・
多
摩
東
部
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
U
ò
47
―
２
１
５

５
・
市
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５

４
４

◆
10
月
の
労
働
相
談

解
雇
、
労
働
時
間
、
休
日
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

労
働
全
般
の
相
談
に
東
京
都
国
分

寺
労
政
事
務
所
相
談
員
が
応
じ
ま

す
。
対
象
は
労
働
者
・
事
業
主
の

み
な
さ
ん
。

▽
10
月
１
日
Œ
午
後
２
時
〜
４

時
、
市
民
相
談
室
（
市
役
所
２
階
）

で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

４

10
月
１
日
〜
７
日

全
国
労
働
衛
生
週
間


